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札幌市再犯防止ネットワーク会議における取組報告 

 

１ 札幌市再犯防止ネットワーク会議の概要 

⑴ 設置経緯 

  令和６年（2024年）３月に策定した「札幌市再犯防止推進計画」（以下「計画」と

いう。）において、重点項目の一つに「国・民間団体等との連携強化等」を設定。 

犯罪や非行をした人が抱えている課題の解消に向けて、関係機関が連携を強化し、

協働して施策を推進していくことを目的として、令和６年（2024年）５月に、刑事

司法関係機関や更生保護関係団体等で構成する「札幌市再犯防止ネットワーク会議」

（以下「ネットワーク会議」という。）を新たに設置。 

⑵ 主な所掌事務 

・ 計画に基づく取組の推進に関すること 

・ 再犯の防止等に関する取組の意見交換及び連携強化に関すること 

 ⑶ 構成団体 

１ 札幌矯正管区 

２ 札幌協力雇用主会連合会 

３ 札幌市居住支援協議会 

４ 札幌市更生保護女性連合会 

５ 更生保護法人札幌更生保護協会 

６ 北海道地域生活定着支援札幌センター 

７ 札幌市ＢＢＳ会 

８ 札幌保護観察所 

９ 札幌市保護司会連絡協議会 

10 再犯の防止等に関する識見を有する者が在籍する高等教育機関等 

  ※ 「10 再犯の防止等に関する識見を有する者が在籍する高等教育機関等」を除

き、自治体名等を除いた 50音順 

   【参考】計画の推進体制

札幌市再犯防止 

ネットワーク会議 
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２ ネットワーク会議における令和６年度の取組の概要 

 ⑴ 再犯防止パネル展 

  ア 開催概要 

    市有施設（10区）を２グループに分け、パネル展を実施 

  イ 開催期間 

   ・ Ａグループ：令和７年１月 28日（火）～令和７年１月 30日（木） 

   ・ Ｂグループ：令和７年２月４日（火）～令和７年２月６日（木） 

  ウ 実施内容 

   ・ 再犯防止の推進に係る広報啓発パネル展示 

   ・ 札幌矯正管区の広報啓発ポスターの展示 

   ・ 各種パンフレットの配架 

【パネル展の様子】 

 

【展示パネル（一部抜粋）】 

 

 

  

「札幌矯正管区の取組」コーナー 全体 
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⑵ 広報イベント 

 ア 開催概要 

   市内の商業施設にて、再犯防止広報啓発イベントを実施 

 イ 開催日時 

   令和７年２月 22日（土）10時 00分から 17時 00分まで 

 ウ 会場 

   アリオ札幌１階 ハーベストコート（東区北７条東９丁目２番 20号） 

 エ 実施内容 

   以下、リーフレットのとおり、会場内に各コーナーを設置 

 

【イベントの様子】 

 

更生保護・矯正関係者とのトーク パネル展示・クイズラリー 
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３ ネットワーク会議における令和６年度の取組の検証 

 ⑴ 再犯防止パネル展 

  ア 来場者数 

493人（内訳は下表のとおり） 

区   来場者 アンケート回答数 

中央区 32 11 

北区 101 7 

東区 44 8 

白石区 6 1 

厚別区 43 7 

豊平区 44 6 

清田区 23 15 

南区 66 29 

西区 116 5 

手稲区 18 1 

計 493 90 

   ※ 常時来場者のカウントを行うスタッフは配置せず、ご来場いただいた方ご自

身でチェックシートにご記入いただく方式を採用 

 

イ アンケート結果 

    「今回の展示により、犯罪や非行をした人の立ち直りに協力したいと思ったか」 

選択肢  回答数 

思った 45 

どちらかといえば思った 38 

どちらかといえば思わなかった 6 

思わなかった 1 

計 90 

 

思った, 50.0%

どちらか

といえば

思った, 

42.2%

どちらかといえば

思わなかった, 

6.7%

思わなかった, 1.1%

92.2％ 
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 ⑵ 広報イベント 

  ア 来場者数 

    1,132人（うち、クイズラリー参加者 427人） 

  イ アンケート結果 

    「クイズラリーに参加して、犯罪や非行をした人の立ち直りに協力したいと思

ったか」 

選択肢  回答数 

思った 241 

どちらかといえば思った 152 

どちらかといえば思わなかった 18 

思わなかった 16 

計 427 

 
 

 ⑶ 総括 

  ・ 再犯防止パネル展及び広報イベントにて、計画の成果指標の一つである「犯罪

をした人等の立ち直りに協力したいと思いますか」という設問でアンケートを実

施。「思う」又は「どちらかといえば思う」と答えた人の割合が、再犯防止パネル

展で 92.2％、広報イベントで 92.0％と非常に高い結果となった。 

  ・ 再犯防止パネル展については、再犯防止に関心のある方から多く回答があった

ものと推察される一方で、広報イベントについては、商業施設に来場された様々

な層から幅広く回答がなされた。 

・ いずれのアンケートでも立ち直りに協力したいと思うとする回答が多かったこ

とから、広報啓発により、犯罪や非行をした人の立ち直りへの支援に関する理解

を広めていくことは可能であると認識したところ。 

  ・ 今後も、広く市民に対して、再犯防止の取組についての理解促進や関係機関・

団体等の活動内容の認知度向上を図るため、様々な機会を通じて、地道に広報啓

発活動を行っていく。 

思った, 56.4%

どちらか

といえば

思った, 

35.6%

どちらかといえば

思わなかった, 

4.2%

思わなかった, 3.7%

92.0％ 


